
■秋田城跡航空写真（南東から）

秋田市では、市民の貴重
な財産である史跡秋田城跡
を、次の世代に確実に伝え
るために、史跡に関する情
報をわかりやすく提供する
とともに、郷土学習の場と
して広く利用して頂くため
平成元年度から史跡公園と
して整備を進めています。

平成19年には、歴史・文化的資源を適切に保
存・再生・活用しながらな一体的整備がなされて
いるということで、日本の歴史公園100選に選定さ
れました。

秋田城は、奈良時代に造られた日本最北の「古代
城柵」です。城柵とは律令国家が東北地方各地に、
蝦
えみ

夷
し

と呼んでいた在地の人たちの支配や、支配地拡大
のための拠点として置いた大規模な地方官庁です。
奈良時代には出羽国の政治を行う「国府」が置か
れ、近年の調査成果により遠く中国大陸の渤海国

ぼっかいこく

との外交拠点としても重要な役割を果たしていた
と考えられています。
秋田城跡はその重要性から、昭和14年に国の史
跡に指定されました。
現在の史跡指定面積は高清水丘一帯、約90haに
わたり、秋田市が保存管理を行っています。

秋田城跡のイベントや案内に関するお問い合わせは

①厠舎の語るもの
沼地の岸辺に建てられた水洗厠舎は、発掘調査
の結果から奈良時代後半のものであることがわかっ
ています。古代においてこの水洗厠舎のように、
上屋構造を持ち、かつ建物内部の部屋の構造、そ
れに水洗施設が機能的に整備された遺構は現在の
ところ、秋田城跡だけです。
また、沈殿槽から検出された有鉤条虫卵は、豚
食を常食とする人間に感染する条虫の卵で、限ら
れた遺跡でしか検出されていない極めて特殊なも
のです。豚食の習慣は古代日本にはなく、中国大
陸などに見られることや、奈良時代には中国大陸
にあった渤海国から出羽国に使節が来航したとの
記録もありますので、その渤海使が使用した可能
性もあります。

②厠舎の構造
建物跡の中には3基の便槽が配置され、それぞれ
から北側の沼地斜面方向に木樋が埋設され（傾斜角
は約6度）その先端の沼地部分に沈殿槽が掘られて
います。この便槽・木樋等については、一基は発
掘状態を再現し、もう一基は構造がわかるように
復元した便槽・木樋などについて土を取り除いた
状態のもの、最後の一基は、水を流す体験ができ
るものとし、遺構に対する理解を深めてもらう工
夫をしています。
また、建物内部については3室に分け、それぞれ
が壁で仕切られた個室に復元ました。ただし、個
室に扉を設置すると古代の厠舎としては立派過ぎ
ることや、個室内が暗くなってしまう等の理由か
ら扉を付けていません。
なお、発掘調査では、水洗用の給水設
備が確認されなかったことから、器に
よる貯水を考え、出土例豊富な須恵器
大甕（容量約79㍑）と、これも出土例の
ある柄杓（容量約1.1㍑）のレプリカを
製作し、体験用に使用しています。
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■古代水洗厠舎遺構写真（西から）

■検出された有鉤条虫卵

■木樋等複製品設置状況

■復元厠舎平面図
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■復元された外郭東門と築地塀（南西から）

■復元された政庁地区（北東から） ■復元された古代水洗厠舎（北西から）
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②築地塀の復元
築地塀については発掘された遺構と文献から、
寄せ柱のある版築

はんちく

で、基底幅1.2m、棟高約2.6mに
復元しました。
屋根については、瓦の出土量が少ないことから
上土
あげつち

形式の板葺きである可能性も考えましたが、
次期築地塀に瓦が混入していることや、後の改修
に伴う大規模な整地の際に除去されたと考えられ
ること等から、瓦の量は十分あったとし、瓦葺き
としました。

③その他の整備
削平されている政庁域全体の広がりや、変遷が
容易に理解できるよう、復元整備した時期である
Ⅰ期（縮尺1/20）から政庁内の建物がもっとも充実
するⅢ期（縮尺1/50）までの模型も屋外展示します。

初期の秋田城で外側の囲い（外郭）として巡って
いた築地塀は瓦葺きの土塀で、本体は土を数cmの
厚さに叩き締めながら、高さ3m以上に積み上げて
いました。この地区では、発掘調査によって確認
された東門とそれに連なる築地塀60m、鵜ノ木地
区から政庁に続く大路の一部を復元しています。
外郭東門復元の特徴としては、柱の上の桁を支
える部分（組物）を、地域性を加味し、秋田県内の
中世の建物を参考に、もっとも簡素な舟肘

ふなひじ

木
き

にし
ていることがあげられます。また、瓦についても、
軒を飾る軒平・丸瓦が検出されなかったことから、
平瓦を二枚重ねて、丸瓦には漆喰に墨を混ぜ黒く
したものを詰め、それぞれの代わりとしています。
なお、いろいろな色の瓦が検出されたことから、
当時の姿に近い数種類の色の瓦で葺いています。

秋田城の南東側城外にあたる鵜ノ木地区には、
城に付属する寺院や客館施設があったと考えられ
ます。ここでは、この地区の特徴である大規模な
建物が規則的に配置されていることを理解しても
らうために、柱位置やその径、軒の出等を一部高
さを加え平面的に表示する手法を採用しました。
また、この地区の東側には建物群に付属する古
代水洗厠舎

かわ や

が立体復元されています。

■第1次長期計画図

■推定される政庁の姿

削平部分

寄せ柱

■政庁東門柱設置状況

■政庁東門柱と築地塀関係図

秋田城跡では、
調査が進んでいた
鵜ノ木地区から政
庁域、焼山地区に
いたる史跡の東西
を、平成元年度か
ら28ヵ年で結ぶ
計画を立て整備を
進めています。

政庁は秋田城の中枢で、出羽国内の重要な政務や、
城を訪れた蝦夷に対する饗給

きょうきゅう

の他、近年は外国か
らの使節を迎えて儀式も行われていたと考えられ
ます。
この地区では、数々の儀式や政務が行われた歴
史的空間を体験してもらうために、北東コーナー
を含む築

つい

地
じ

塀
べい

60mと東門の復元を行っています。
また、正殿等主要な建物については、規則的に
建物群が配置されていることを理解してもらうた
め、平面的に表示する手法を採用しました。

①東門の復元
発掘調査では、柱穴が二つしか見つかりません
でした。門に連なる築地塀の高さが低いと推定さ
れたことから、築地塀の一部をくりぬき設置する
穴門ではなく、二本の柱からなる棟門として復元
しました。棟門については、『平治物語絵

え

詞
ことば

』等の
絵図資料や、現存する中世の建物である『本連寺
中門』等を参考にしました。
なお、この門は地面に直接柱を立てた掘立柱

ほったてばしら

の
門として復元されること、屋根が瓦葺きで重いこ
と、風圧や地震等による転倒も考えられたことか
ら、写真のように柱には基礎コンクリートから立
てたステンレス鋼管を挿入することで補強してい
ます。
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史跡公園としての秋田城
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